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 子育て環境を整えることも重要だが、若い世代が子どもを持とうと思えるような施策も必要な

のではないか。 
「できちゃった婚」のような弾みで子ども持った親もいることも視点にいれてほしい。 
小学生の遊びは家でゲームをすることが多く、外での遊びを期待するが、児童館は狭いせ

いか行きたがらず、学校開放は在校生しか使えない（平日の開放は学校が運営しており在校

生を対象としているが、土・日開放は在校生以外でも利用できる）ので交友関係が広がらない

ようだ。 
ボール遊びができる場所を増やしてもらいたい。 
放課後学校で武道や書道などを指導してもらえないか。 
大京公園は狭いし、タバコの吸殻等で子どもが遊ぶ環境ではない。エリアを区切ったりでき

ないか。 
 男性の子育て参加について、早い時期から意識啓発に取り組んでもらいたい。 
親父の会のような活動が新宿でも広がればと思う。 

 新宿は子育てに関していえば、遊び場が少なく、住環境の面からも厳しい。子育てしやすい

まちと答える人を増やすという目標より例えば家賃補助等一歩踏み込んだ対応をお願いした

い。 
四谷地域は坂道が多いし、駅も小さいのでバギーで移動しやすいようにバリアフリーを整備

したり、小型のコミュニティバスを走らせたり子育て世代や高齢者に優しい街づくりをしてほし

い。 
年度途中に０歳児で保育園に入園できず退職した事例を聞くので、０歳児の対応を充実して

もらいたい。 
保育園の待機児解消にはなお一層の努力を望む 
学童クラブの時間延長をしてほしい。 
幼保一元化の際、親の環境の違いで対立等が心配 
幼保一元化については、内容を十分に検討し、成功を望む 
学校の統合の際、保護者は不安になるので、その解消に努めてもらいたい。 
 教員・職員の質の向上を望む。 
スポーツ交流会にかかわっているが、一層の発展を望む。 
区の保養所でファミリー優先日などを作れないか。 
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